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研究要旨  

震災では自殺のリスクが高まることが指摘されており、本研究では、岩手県の各保

健医療圏における自殺標準化死亡比（ Standardized Mortality Ratio： SMR）につい

て、東日本大震災前後の変化を調査し、自殺の集積性を明らかにすることを目的とし

た。東日本大震災前後において、自殺の地域集積性には相違を認め、全体的には岩手

県北内陸部の二戸地域以外は震災後に自殺 SMR は低下していた。これら自殺 SMR の変

動に関しては、将来の大規模発生時の自殺のリスク変動に関わる参照資料となると考

えられた。  

 
A 研究目的  

震災では自殺のリスクが高まることが

指摘されており、本研究では、岩手県の

各保健医療圏における自殺標準化死亡比

（ Standardized Mortality Ratio： SMR）

について、東日本大震災前後の変化を調

査し、自殺の集積性を明らかにすること

を目的とした。  
 

B．研究方法  
調査期間は 2008 年から 2013 年までの
6 年間で、 2011 年の震災発生年を境に、
前半３年を震災前、後半３年を震災後と
定義した。岩手県は 9 保健医療圏から構
成されており、震災前後について、医療
圏毎に総ＳＭＲ、男性ＳＭＲ、女性ＳＭ
Ｒを算出した。  
 
（倫理面への配慮）  
なお、本研究は資料は公表されている指
標を用い、個人情報に関わる情報は活用
しない。  

 
C．研究結果  
 各保健医療圏別の自殺 SMR は全体、男性、
女性別で示すと、以下の通りである。  
１）全体  

 
 
 
 
 
 
 
 

保健医療圏  震災前  震災後  
盛岡  125.6  123.2  
岩手中部  154.4  136.2  
胆江  134.5  116.3  
両磐  151.4  111.7  
気仙  117.5  102.8  
釜石  147.9  100.9  
宮古  142.7  109.0  
久慈  157.6  122.2  
二戸  181.5  197.2  
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２）男性  

 
３）女性  
 

 
D.考察  
震災前後における、医療圏別の自殺
SMR の推移では、二戸地域は全期間を通
じて他地域より SMR が高く、震災後で上
昇傾向にあった。その他の地域では横ば
い～減少傾向にあった。  
男性では、二戸、久慈地域で震災後に
上昇傾向あり、その他の地域では震災後
低下傾向にあり、震災前後とも二戸地域
が最も高く、気仙地域が最も低い結果で
あった。  
女性では、女性の自殺 SMR は、震災前
は久慈地域が最も高く、気仙地域が最も

低かく、二戸、気仙地域で震災後に上昇
傾向あり、その他の地域では震災後低下
傾向にあり、震災後は二戸地域が最も高
く、久慈地域が最も低かった。  
 
E.結論  

東日本大震災前後において、自殺の地

域集積性には相違を認め、全体的には岩

手県北内陸部の二戸地域以外は震災後に、

自殺 SMR は低下していた。これら自殺 SMR

の変動に関しては、将来の大規模発生時

の自殺のリスク変動に関わる参照資料と

なると考えられた。  
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 1. 特許取得  
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3.その他  
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保健医療圏  震災前  震災後  
盛岡  125.2  130.5  
岩手中部  151.9  138.9  
胆江  138.4  116.8  
両磐  149.8  120.2  
気仙  119.9  86 .0  
釜石  144.6  113.1  
宮古  137.6  124.2  
久慈  135.1  163.5  
二戸  177.4  196.4  

保健医療圏  震災前  震災後  
盛岡  131.4  111.4  
岩手中部  160.7  130.4  
胆江  123.6  113.9  
両磐  152.8  91 .2  
気仙  114.8  138.7  
釜石  159.5  76 .0  
宮古  156.0  76 .1  
久慈  215.2  39 .6  
二戸  192.2  199.5  


